
　夏休みが明け、流山おおたかの森高校の２学期は時差通学、分散登校、短縮日課という緊急事態宣言
に伴う対応で始まりました。ラッシュアワーを避けるべく、通常より５０分遅い９時２５分からショー
トホームルームが始まります。３年生は毎日登校しますが、１・２年生は登校と家庭学習を交互に行い、
授業時間は４０分間、６（７）限目までとなります。
　さて、この写真は一生懸命に授業に取り組む学生？手に持っているものをよく見ると…ん？お箸？
そうです、実は昼食を食べているところ、いわゆる「黙食」の風景です。
本当は友達と一緒におしゃべりしながら食べたいところですが、この黙食がいつまで続くのか…黙食は
もちろん授業もしっかり取り組んでいるおおたか生です。
なお、夏休み中に準備していた文化祭、そして体育祭は日程や内容を変更して行う予定です。

デザイン制作：地域学校協働本部　ボランティア　秋山ちなみ

　西初石地区では、自治会をはじめ、各ボランティア団体が日々活動しております。

　地域の皆さまの活動の一部をご紹介したいと思います。

あなた、AEDを
　持ってきて～！！

　　胸骨圧迫は
「強く、早く、絶え間なく」　

　説明にみんな真剣に
耳を傾けます。

　指導メンバーは全員
応急手当指導員・普及員の
資格保持者です！！　

ＮＰＯ防災対策サポート

　目の前で倒れている人を見つけたら
　　あなたはどうしますか？

　ＮＰＯ防災対策サポート指導のもと、西初石中学校２年生約１００名がＡＥＤ体験授業を

行いました。心肺蘇生法（胸骨圧迫・ＡＥＤ）について説明を受けるとみんな真剣に取り組

みとても有意義な時間となりました。いざという時に動けるように心肺蘇生法の知識と技術

を学び、命の大切さ、そして自分にも救える命があると言うことを、頭の片隅に記憶して貰

えたらとボランティア活動をしています。

　今後も講習会を開催し継続的に行えるように　　　　　　　（ＮＰＯ防災対策サポート

呼びかけていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩佐、秋山、福井、鈴木

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝妻、南石、長浜）

西初石中学校２年生

ＡＥＤ体験授業


